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令和５年度各会計の決算状況
【歳入】

【歳出】

会計名 決算額 対前年度比
一般会計 1141億6,528万円 ▲ 0.9
特別会計（13会計） 422億2547万円 2.0
企業会計（４会計） 291億2997万円 ▲ 1.1

合計 1855億2072万円 ▲ 0.3

会計名 決算額 対前年度比
一般会計 1113億3411万円 ▲ 0.9
特別会計（13会計） 413億6671万円 3.1
企業会計（４会計） 341億6441万円 2.9

合計 1868億6523万円 0.6

令和５年度決算　

市民税
固定資産税など
243億317万円

(21.3%)

市民税
固定資産税など
243億317万円

(21.3%)

貸付金収入など
235億4601万円

(20.6%)

貸付金収入など
235億4601万円

(20.6%)地方交付税
248億7231万円

(21.8%)

地方交付税
248億7231万円

(21.8%)

国や県からの
補助金など
263億7447万円

(23.1%)

国や県からの
補助金など
263億7447万円

(23.1%)

市の借金
71億6004万円

(6.3%)

市の借金
71億6004万円

(6.3%)

譲与税交付金など
63億9034万円

(5.6%)

譲与税交付金など
63億9034万円

(5.6%)

住民票証明手数料、
施設使用料など
10億2682万円

(0.9%)

住民票証明手数料、
施設使用料など
10億2682万円

(0.9%)

保育園や健診などの
負担金

4億9213万円
(0.4%)

保育園や健診などの
負担金

4億9213万円
(0.4%)

自主財源
(43.2%)
自主財源
(43.2%)

依存財源
(56.8%)
依存財源
(56.8%)

物件費
光熱水費、印刷代など
146億1268万円

(13.1%)

物件費
光熱水費、印刷代など
146億1268万円

(13.1%)
災害復旧事業費
復旧工事請負費など
21億4128万円 

(1.9%)

災害復旧事業費
復旧工事請負費など
21億4128万円 

(1.9%)

人件費
職員費、退職手当など
127億696万円

(11.4%) 

人件費
職員費、退職手当など
127億696万円

(11.4%) 
公債費
借金の返済

111億807万円
(10.0%)

公債費
借金の返済

111億807万円
(10.0%)

扶助費
児童手当や

医療費補助など
241億8970万円

(21.7%)

扶助費
児童手当や

医療費補助など
241億8970万円

(21.7%)

普通建設事業費
道路や市営住宅の
整備など

69億8804万円
(6.3%)

普通建設事業費
道路や市営住宅の
整備など

69億8804万円
(6.3%)

補助費等
補助金など

152億5335万円
(13.7%)

補助費等
補助金など

152億5335万円
(13.7%)

維持補修費
施設の修繕費など
12億4550万円

(1.1%)

繰出金
特別会計等への
繰出金

71億9877万円
(6.5%)

繰出金
特別会計等への
繰出金

71億9877万円
(6.5%)

貸付金等
積立金、貸付金
158億8975万円

(14.3%)

貸付金等
積立金、貸付金
158億8975万円

(14.3%)

義務的経費
(43.1%)

義務的経費
(43.1%)

投資的経費
(8.2%)

投資的経費
(8.2%)

消費的経費
(27.9%)

消費的経費
(27.9%)

その他の経費
(20.8%)

その他の経費
(20.8%)

令和５年度一般会計の歳入構成状況 令和５年度一般会計の歳出性質別決算状況

決算審査特別委員会報告に関する令和５年度の事業概要

【概要】 　男女の出会いから成婚までをサポートする「麒麟のまち
婚活サポートセンター」を運営し、結婚による若者定住と
人口減少対策の推進を図る。

【実績】 　登録会員数　2,373人　カップル成立数　100組　成婚
者数　21人（うち会員同士　1組）

　　　決算額　9,286千円

若者定住促進事業費

【概要】 　若者の地元就職の促進や雇用の安定を図るため、雇用創
造・雇用促進に関係する機関や団体で構成する「鳥取市雇
用促進協議会」が実施する事業を支援する。

【実績】《コロナ・物価高騰対策》
　　　 　令和５年度　高等学校３校の599人が地元企業延34社

に訪問（鳥取西高校：１年生278人・鳥取商業高校：１年
生155人・八頭高校：２年生166人）

　　　決算額　1,320千円

雇用促進協議会支援事業費

【概要】・ 健康増進法に基づく各種健康診査を実施し、健康意識の向上、
生活習慣改善、疾病の早期発見・早期治療を図る。

　　　・ 健康教育・健康相談・訪問指導を実施し、適切な指導や支
援を行うことにより、生活習慣病及び介護を要する状態に
なることを予防し、健康づくりを支援する。

【実績】・実施したがん検診及び受診率（69歳以下）
　　　 胃がん検診　33.0％　肺がん検診　32.5％　大腸がん検診　

34.7％　乳がん検診　58.6％　子宮がん検診　70.1％　
　　　・健康教育　386回　健康相談　259回　訪問指導　555人

健康増進事業費

【概要】 　老朽危険な特定空家等を除却する所有者等に対して費用の
一部を助成する。

【実績】 　特定空家等に認定され必要な措置を講じるよう指導等され
た空き家に係る除却費用の一部助成の実施（15戸）

　　　　決算額：27,796千円

空家対策事業

企業会計の決算を認定企業会計の決算を認定

　９月定例会では、決算審査特別委員会（議会選
出の監査委員を除く全議員で構成）を設置し、令
和５年度予算が正しく使われたかどうか詳細な審
査を行いました。
　10月７日に委員長が審査結果（P３）を報告し、
本議会において４議案を全会一致、２議案を賛成
多数で原案可決及び認定しました。
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　決算審査特別委員会委員長報告

決算審査特別委員会報告　（委員長　寺坂　寛夫　　副委員長　岩永　安子）

◆ 若者定住促進事業費について
　本事業は、結婚を希望する男女の出会いを支援することにより、結婚による若者の
定住を促進し、本市をはじめ麒麟のまち圏域の人口増加につなげていくことを目的と
している。
　婚活サポートセンターの会員数やイベント参加者は年々増加しており、令和５年度
には会員である若者のニーズに合わせてカップリングを行わないサークル活動を取り
入れたとの報告を受けた。
　鳥取県が行っている１対１のマッチングに特化した事業とのすみ分けをして、気軽
に参加できるイベントによる出会いの機会の創出に特化した事業を進めていくことは
効果的だと考えるが、本事業では成婚数が成果目標となっている。成婚報告数は少ないと報告があったことからも、
執行部におかれては、改めて会員のニーズやこれまでの事業成果を検証し、事業目的に沿った成果指標にするなど、
より効果的な事業となるよう研究していくよう求める。

◆ 健康増進事業費について
　この事業費は、がん検診等を実施し、疾病の早期発見や早期治療、健康意識の向上などを図る経費と、健康教育・
健康相談・訪問を実施して、適切な指導や支援を行うことで健康づくりを推進するための経費である。
　令和５年度は、令和４年度に比べてがん検診等の受診率が低下、あるいは横ばいとなっており、コロナ禍前と比較
しても少しずつ下がっている状況である。
　そこで、執行部におかれては、がん検診等の受診率の向上等による事業の効果を高めるため、わくわく元気教室や、
鳥取市民健康づくり地区推進員、地区公民館との連携により、健康に対する意識づくりを醸成するような取組を図る
よう求める。

◆ 雇用促進協議会支援事業費について
　本事業では、鳥取市雇用促進協議会により、高校生に地元企業の魅力を知ってもらうことを目的とした中小企業早
期ブランディング事業が行われ、令和５年度は３校599名が参加した。この事業は一過性の企業見学ではなく、事前
学習から取り組み、経営者と直接やり取りをし、地元企業が地域課題に真剣に向き合っている姿や将来性を知っても
らうことができると説明があった。また、高校生を対象とした実施後のアンケート調査では、地元企業の印象が良くなっ
たという回答がほとんどであるとのことである。
　将来、生まれ育った鳥取で活躍したい、貢献したいと考える高校生も多いと考える。地元定着やＵターンを期待し、
今後も実施校や参加企業の拡大に取り組まれ、高校生に対して地元にも魅力的な企業と活躍の場があることを伝えて
いかれるよう求める。

◆ 空家対策事業について
　特定空家等の所有者等に対する除去費用の一部助成の実施件数が、令和５年度は例年と比べて増加したとのことで
ある。今年度施行される鳥取市空家等の適切な管理に関する条例の一部改正に伴い、今後も件数が増加することが見
込まれる。引き続き、所有者等への周知を積極的に進めるとともに、空き家及び遊休不動産の利活用についても、関
係部署と連携を取り、推進するよう求める。
　また、近年の自然災害の激甚化・頻発化により、住宅・建築物耐震診断・改修支援事業についても市民の関心が高まっ
ている。安全安心な生活環境確保のため、取組の強化を要望する。

委員長報告を行う
寺坂委員長

令和５年度決算を認定しました！令和５年度決算を認定しました！
一般会計（歳入1141億6528万円　歳出1113億3411万円）、一般会計（歳入1141億6528万円　歳出1113億3411万円）、特別会計、特別会計、
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問 

鳥
取
市
立
学
校
に
は

全
て
に
優
先
し
て
使
用
で

き
る
プ
ー
ル
施
設
が
あ
り

好
環
境
と
感
じ
る
。
し
か

し
老
朽
化
が
深
刻
な
施
設

も
多
い
。

　

今
後
、
維
持
管
理
・
改

修
等
の
縮
減
を
し
つ
つ
教

育
活
動
を
ど
の
よ
う
に
維

持
す
べ
き
か
「
鳥
取
市
立

学
校
プ
ー
ル
施
設
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
委
員

会
」
を
開
催
し
方
向
性
を

協
議
さ
れ
た
。
内
容
を
尋

ね
る
。

答 

（
教
育
長
）
本
市
で

は
、
学
校
プ
ー
ル
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
ハ
ー

ド
面
の
み
な
ら
ず
維
持
管

理
や
運
営
な
ど
の
ソ
フ
ト

面
か
ら
も
課
題
等
を
整
理

し
、
民
間
プ
ー
ル
施
設
等

の
活
用
も
含
め
た
最
適
な

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を

始
め
る
た
め
、今
年
度「
鳥

取
市
立
学
校
プ
ー
ル
施
設

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

委
員
会
」
を
設
置
し
た
。

７
月
の
初
会
合
で
は
、「
教

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査

結
果
な
ど
に
基
づ
く
水
泳

授
業
の
現
状
」「
プ
ー
ル

施
設
の
老
朽
化
と
維
持
管

理
の
現
状
」「
民
間
プ
ー

ル
施
設
等
の
活
用
の
可
能

性
」
な
ど
の
基
本
的
な
情

報
と
そ
こ
か
ら
見
え
て
く

る
課
題
に
つ
い
て
共
有
す

る
と
と
も
に
、
先
進
地
視

察
や
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

な
ど
、
今
後
の
検
討
委
員

会
の
進
め
方
に
つ
い
て
も

協
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

岡
田　

信
俊
（
会
派
新
生
）

鳥
取
市
立
学
校
プ
ー
ル

施
設
に
つ
い
て

問 

鳥
取
地
震
発
生
80
年

の
節
目
に
市
民
に
よ
り
建

立
さ
れ
た
「
鳥
取
大
地
震

の
追
悼
と
記
憶
の
碑
」が
、

※
自
然
災
害
伝
承
碑
と
し

て
国
土
地
理
院
地
図
に
明

記
さ
れ
た
。
鳥
取
大
地
震

が
広
く
知
ら
れ
、
防
災
教

育
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
過
去
の
災

害
の
無
形
・
有
形
の
全
資

料
を
収
集
保
存
し
、
歴
史

資
料
と
す
る
こ
と
は
、
今

後
発
生
す
る
災
害
の
被
害

の
軽
減
の
上
で
重
要
と
考

え
る
が
、
市
長
の
認
識
を

問
う
。

答 

（
市
長
）
近
年
、
全
国

各
地
で
災
害
が
頻
発
化
・

激
甚
化
し
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
も
昨
年
、
佐

治
町
を
は
じ
め
市
内
各
地

で
、
台
風
７
号
に
よ
る
大

き
な
被
害
が
発
生
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
軽

減
し
、
早
期
に
復
興
を
め

ざ
す
た
め
に
は
、
過
去
の

災
害
対
応
の
過
程
を
記
録

し
、
ま
と
め
て
活
用
し
て

い
く
こ
と
は
、
大
変
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

※
自
然
災
害
伝
承
碑
と
は

過
去
に
発
生
し
た
自
然
災
害
の
様

相
や
被
害
状
況
等
が
記
載
さ
れ
た

石
碑
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
こ
と
。

太
田　
　

緣
（
無
所
属
）

「
鳥
取
大
地
震
の
追
悼
と
記
憶
の

碑
」が
自
然
災
害
伝
承
碑
に

問 

近
年
、
本
市
農
業
を

取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
い

が
、
農
業
は
「
食
」
を

支
え
る
大
切
な
役
割
を
担

い
、生
産
活
動
を
通
じ
て
、

水
源
の
涵
養
、
生
物
多
様

性
保
全
、
景
観
形
成
、
文

化
の
伝
承
等
の
機
能
を
有

し
て
い
る
。そ
の
効
果
は
、

農
村
住
民
を
は
じ
め
市
民

全
員
が
享
受
し
て
お
り
、

農
家
が
田
畑
を
維
持
す
る

こ
と
で
、
洪
水
の
防
止
、

環
境
の
循
環
を
守
る
こ
と

と
な
る
。
本
市
農
業
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
問
う
。

答 

（
市
長
）
農
業
は
、
本

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
、 

第
11
次
総
合
計

画
に
お
い
て
も
「
農
林
水

産
業
の
成
長
産
業
化
」
を

基
本
施
策
に
掲
げ
、
経
営

面
積
の
拡
大
や
ス
マ
ー
ト

技
術
の
活
用
、
生
産
基
盤

の
整
備
な
ど
経
営
の
低
コ

ス
ト
化
、
省
力
化
を
進
め

る
こ
と
で
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
、
６
次
産
業
化
、

有
機
栽
培
な
ど
に
よ
る
高

付
加
価
値
化
の
推
進
、
国

内
外
へ
の
販
路
拡
大
に
よ

り
、
持
続
的
成
長
が
可
能

な
収
益
力
の
高
い
農
業
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

西
尾　

彰
仁
（
会
派
新
生
）

持
続
可
能
で
夢
の

え
が
け
る
農
業
へ

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　 一般質問（各個質問）　

鳥取大地震の追悼と記憶の碑
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問 

子
ど
も
た
ち
が
不
安

や
悩
み
が
あ
る
と
き
に
、

誰
に
ど
う
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ

ば
よ
い
か
を
伝
え
て
い
く

教
育
が
必
要
と
考
え
る
。

現
在
、
全
国
で
も
Ｓ
Ｏ

Ｓ
の
出
し
方
授
業
に
取
り

組
む
自
治
体
も
あ
る
が
、

ま
ず
は
実
際
に
子
ど
も
た

ち
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
、
心
の
声
を

出
し
た
と
き
に
教
職
員
が

そ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
い
ち
早
く

気
付
き
、
受
け
止
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
教
育
長
の
所
見
を
尋

ね
る
。

答 

（
教
育
長
）
児
童
生
徒

が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
た
と
き

に
受
け
止
め
る
人
が
い
る

こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
不

安
や
悩
み
の
解
消
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
も
、
児
童

生
徒
と
一
緒
に
過
ご
す
こ

と
が
多
い
教
職
員
の
役
割

は
大
き
い
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
、
児
童
生
徒
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
受
け
止
め
る
側
で

あ
る
教
職
員
の
資
質
向
上

等
、
個
々
の
教
職
員
の
力

だ
け
で
な
く
、
複
数
の
教

職
員
に
よ
る
チ
ー
ム
学
校

と
し
て
の
組
織
的
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
、
体
制
を

整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

水
口　
　

誠
（
公
明
党
）

い
じ
め
不
登
校
に
つ
い
て

問 

災
害
時
に
お
け
る
避

難
は
、
全
て
の
者
が
一
般

避
難
所
に
行
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す

る
者
に
と
っ
て
、
電
源
設

備
や
吸
引
器
な
ど
の
環
境

が
整
っ
て
お
ら
ず
、
命

が
守
ら
れ
る
状
態
に
な

い
。
国
の
「
福
祉
避
難
所

の
確
保
・
運
営
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
で
は
、
直
接
避
難

を
促
進
す
る
と
な
っ
て
い

る
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

困
難
を
伴
う
者
の
福
祉
避

難
所
へ
の
直
接
避
難
の
実

現
を
求
め
る
。

答 

（
市
長
）
令
和
３
年
５

月
に
内
閣
府
が
改
訂
し
た

「
福
祉
避
難
所
の
確
保
・

運
営
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

で
は
、
協
定
に
よ
る
福
祉

避
難
所
を
指
定
福
祉
避
難

所
と
し
て
指
定
し
、
公
示

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
る
。
指
定
の
際

に
、
受
入
対
象
者
を
特
定

す
る
こ
と
で
、
一
般
の
避

難
所
で
生
活
す
る
こ
と
が

困
難
な
要
支
援
者
を
指
定

福
祉
避
難
所
へ
の
直
接
の

避
難
を
促
進
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
児

の
保
護
者
の
方
か
ら
、
福

祉
避
難
所
へ
直
接
避
難
で

き
る
よ
う
に
要
望
を
受
け

て
い
る
経
過
も
あ
り
、
現

在
、
庁
内
関
係
課
で
、
要

支
援
者
の
避
難
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

要
支
援
者
、
特
に
医
療

的
な
ケ
ア
が
必
要
な
方

が
、
一
般
の
避
難
所
で
避

難
生
活
を
送
る
こ
と
の
困

難
さ
は
認
識
し
て
お
り
、

今
年
度
内
に
は
、
福
祉

避
難
所
へ
の
直
接
避
難
に

つ
い
て
の
方
向
性
を
示
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問 

鳥
取
駅
前
に
位
置
す

る
風
紋
広
場
は
、
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
と
し
て
利
用
さ

れ
る
な
ど
、
広
く
市
民
・

県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る

場
所
で
あ
る
。
鳥
取
駅
周

辺
再
生
基
本
計
画
で
は
、

駅
前
広
場
の
整
備
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
風
紋
広
場

の
機
能
を
確
保
し
つ
つ
、

利
用
度
の
高
い
広
場
を
整

備
す
べ
き
と
考
え
る
。
本

市
に
お
け
る
今
後
の
検
討

方
法
に
つ
い
て
、
進
め
方

を
問
う
。

答 

（
市
長
）
鳥
取
駅
周
辺

再
生
基
本
計
画
に
お
い

て
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
描

い
て
い
る
「
開
放
的
な

駅
前
広
場
」
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
利
用
者
で
あ

る
市
民
や
来
街
者
、
事
業

者
な
ど
か
ら
幅
広
く
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
集
約
し
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
利
便

性
の
高
い
計
画
を
作
成
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
継
続
的
に
実
施
し

な
が
ら
、
景
観
や
建
築
な

ど
の
有
識
者
や
関
係
機
関

な
ど
で
構
成
す
る
「
駅
ま

ち
空
間
デ
ザ
イ
ン
検
討
部

会
」
を
鳥
取
駅
周
辺
リ
・

デ
ザ
イ
ン
会
議
の
下
部
組

織
に
設
置
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

加
嶋　

辰
史
（
開
政
）

風
紋
広
場
は
、

だ
れ
か
の
聖
地

坂
根　

政
代
（
無
所
属
）

福
祉
避
難
所
等
へ
の

直
接
避
難
の
実
現
を

　各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。　一般質問（各個質問）

現在の鳥取駅周辺
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一般質問（各個質問）　

問 

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

は
、
耳
の
軟
骨
を
振
動
さ

せ
て
音
を
伝
え
る
仕
組
み

で
、
小
さ
な
声
も
は
っ
き

り
聞
く
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
個
人
情
報
を
周
囲
に

聞
か
れ
ず
、
難
聴
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
も
つ

な
が
る
。
聞
こ
え
に
く
い

方
が
安
心
し
て
来
庁
で
き

る
よ
う
、
窓
口
へ
軟
骨
伝

導
イ
ヤ
ホ
ン
を
整
備
す
べ

き
と
考
え
る
が
所
見
を
尋

ね
る
。

答 

（
市
長
）
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
は
、
耳
の
軟
骨
を

振
動
さ
せ
る
こ
と
で
音
が

伝
わ
る
方
式
の
イ
ヤ
ホ
ン

で
、
音
漏
れ
が
少
な
く
、

音
が
立
体
的
で
聞
き
や
す

い
と
さ
れ
て
お
り
、
自
治

体
で
の
導
入
も
進
ん
で
い

る
。
耳
の
き
こ
え
に
く
い

方
に
と
っ
て
の
聞
こ
え
が

向
上
し
、
窓
口
で
の
意

思
疎
通
の
円
滑
化
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

と
し
て
も
試
行
的
に
１
台

導
入
し
、
必
要
な
方
に
使

用
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

効
果
や
有
用
性
を
確
認
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

平
野
真
理
子
（
公
明
党
）

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
に

つ
い
て

問 

水
稲
を
作
ら
な
く

な
っ
た
水
田
で
は
、
農
家

の
努
力
に
よ
っ
て
大
豆
や

そ
ば
、
ネ
ギ
な
ど
に
転
作

し
、
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
を
受
け
な
が
ら

営
農
を
持
続
さ
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
農
林
水

産
省
は
、
５
年
水
張
り

ル
ー
ル
と
い
う
制
度
を
創

設
し
、
水
田
に
一
度
も
水

を
張
ら
ず
に
５
年
間
が
経

過
す
れ
ば
交
付
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
５
年
水
張
り
ル
ー
ル

の
導
入
目
的
と
制
度
の
内

容
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
農
業
者
が
主

食
用
米
の
生
産
調
整
を
行

う
際
に
、
転
換
作
物
を
水

田
に
作
付
し
た
場
合
に
交

付
さ
れ
る
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
に
つ
い

て
、
そ
の
交
付
対
象
と
な

る
水
田
の
要
件
が
令
和
４

年
度
に
国
に
よ
り
見
直
さ

れ
、
い
わ
ゆ
る
５
年
水
張

り
ル
ー
ル
と
し
て
示
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
畑
作
物
の
生

産
が
定
着
し
て
い
る
水
田

の
畑
地
化
を
促
し
、
水
田

機
能
を
維
持
し
な
が
ら
、

麦
・
大
豆
・
野
菜
な
ど
の

畑
作
物
を
生
産
す
る
農
地

に
つ
い
て
、
水
稲
と
の
ブ

ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
促
す
た
め
に
、
令
和
４

年
度
か
ら
令
和
８
年
度
の

過
去
５
年
間
に
一
度
も
水

張
り
が
行
わ
れ
て
い
な
い

農
地
に
つ
い
て
は
、
令
和

９
年
度
以
降
、
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
の
交

付
対
象
と
し
な
い
取
扱
い

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

岡
田　
　

実
（
無
所
属
）

５
年
水
張
り
ル
ー
ル
の
導

入
目
的
と
制
度
に
つ
い
て

問 

本
市
で
は
、
中
山
間
地

域
の
農
業
に
お
い
て
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
の
活
用
な
ど
の
様
々

な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
支
援
だ
け
で

は
農
地
を
将
来
的
に
維
持

す
る
の
は
難
し
い
と
考
え

る
。
今
後
は
稲
作
か
ら
畑

作
や
林
地
へ
の
転
換
や
、

鳥
取
県
農
山
村
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用
等
に
よ
る

保
全
活
動
、
さ
ら
に
は
本

市
独
自
の
支
援
策
を
講
じ

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
、
本
市
の
考
え
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
中
山
間
地
域

の
農
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
農
業
者
や
関
係
者
の

ご
意
見
を
踏
ま
え
、
将
来

も
守
る
べ
き
農
地
で
は
、

日
本
型
直
接
支
払
制
度
の

活
用
に
よ
る
維
持
保
全

や
、
集
落
営
農
の
組
織
化

に
よ
る
担
い
手
確
保
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
生
産
利
用

に
向
け
た
様
々
な
努
力
を

払
っ
て
も
な
お
農
業
上
の

利
用
が
困
難
な
守
り
切
れ

な
い
農
地
に
つ
い
て
は
、

牧
草
や
景
観
作
物
の
栽

培
、
鳥
獣
緩
衝
帯
等
の
粗

放
的
管
理
、
林
地
化
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。 

　

鳥
取
県
農
山
村
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
ご
要
望
を
伺

い
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
務
局
と
連
携
し
て
調

整
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。 

　

本
市
独
自
の
支
援
策
と

し
て
は
、
一
定
規
模
以
上

の
作
付
に
取
り
組
む
農
業

者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
、
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

浅
野　

博
文
（
公
明
党
）

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の

地
域
農
業
に
つ
い
て

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　

市役所本庁舎障がい福祉課に導入された軟骨伝導イヤホン



7 とっとり市議会だより 令和６年９月定例会号

　一般質問（各個質問）

問 

鳥
取
市
の
特
産
農
産

物
は
他
市
と
競
合
し
て
い

る
農
産
物
が
多
く
、
こ
の

ま
ま
で
は
、
産
地
間
競
争

に
後
れ
を
取
る
と
危
惧
し

て
い
る
。
他
市
と
区
別
化

し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
に

は
、
品
種
の
選
別
、
開
発

か
ら
生
産
後
の
選
抜
、
加

工
方
法
、
販
売
戦
略
ま
で

取
り
組
む
施
策
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

い
よ
い
よ
、
そ
の
転
換
期

に
来
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
施
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
尋

ね
る
。

答 

（
市
長
）
新
た
な
特
産

品
の
開
発
に
は
、
調
査
・

研
究
が
必
要
で
あ
る
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
県

や
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
本
市
が

誇
る
既
存
の
農
業
特
産
物

の
６
次
産
業
化
や
農
商
工

連
携
に
よ
り
開
発
さ
れ

た
加
工
品
の
品
質
と
知
名

度
を
更
に
向
上
さ
せ
て
い

く
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド

化
に
努
め
、
他
の
地
域
の

農
産
物
と
の
差
別
化
を
図

る
こ
と
に
よ
っ
て
競
争
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
必
要
に

な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。

魚
﨑　
　

勇
（
会
派
新
生
）

鳥
取
市
の
農
産
物
生
産

振
興
に
つ
い
て

問 

「
ス
ー
パ
ー
に
米
が
な

い
。高
く
て
買
え
な
い
。」

と
市
民
が
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
る
。
市
長
は
そ
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。
政
府
備
蓄
米
の

放
出
な
ど
、
緊
急
対
策
を

求
め
る
が
ど
う
か
。

　

コ
メ
は
高
温
障
害
や
減

産
に
よ
り
収
量
減
少
し
て

い
る
。
来
年
も
同
じ
よ
う

な
こ
と
が
お
き
る
。
コ
メ

は
主
食
で
あ
り
、
増
産
に

か
じ
を
と
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
長
の
考
え
を
問

う
。

答 

（
市
長
）
猛
暑
・
水
不

足
に
よ
る
収
量
や
品
質
の

低
下
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
の
急
伸
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
や
台
風
上

陸
に
備
え
た
消
費
者
の
買

い
込
み
な
ど
が
重
な
り
、

品
薄
の
状
況
に
至
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。

　

国
は
、
令
和
６
年
産
米

は
生
育
が
順
調
で
、
９
月

に
は
出
荷
が
本
格
化
し
て

品
薄
状
態
は
順
次
回
復
し

て
い
く
見
込
で
、
備
蓄
米

の
放
出
は
一
層
慎
重
に
な

る
必
要
が
あ
る
と
の
見
解

を
示
し
て
お
り
、
今
回
の

事
態
を
も
っ
て
直
ち
に
備

蓄
米
の
放
出
を
要
望
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

令
和
７
年
度
の
県
内
生

産
数
量
目
標
の
設
定
は
、

県
農
業
再
生
協
議
会
で
議

論
さ
れ
て
い
く
が
、
昨
今

の
状
況
で
直
ち
に
増
産
と

い
う
結
論
で
は
な
く
、
そ

れ
ら
も
含
め
て
、
食
料
安

全
保
障
、
地
産
地
消
の
推

進
、
県
外
・
国
外
販
路
へ

の
対
応
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
な
ど
、
需
給
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
鳥

取
産
の
お
い
し
い
米
が
市

民
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ

ま
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

岩
永　

安
子
（
日
本
共
産
党
）

コ
メ
は
主
食
、

政
府
が
責
任
も
っ
て
！

問 

令
和
６
年
５
月
の
農

業
物
価
指
数
は
１
２
０
。

資
材
高
騰
に
対
す
る
支

援
を
一
過
性
の
も
の
で
な

く
、
継
続
的
な
支
援
に
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

稲
作
は
収
益
性
が
低
い
と

し
て
適
正
水
準
に
作
付
が

届
か
な
い
産
地
も
多
い
。

水
田
を
守
り
、
稲
作
農
家

を
守
る
た
め
に
ど
う
あ
る

べ
き
か
問
う
。
果
樹
栽
培

は
、
高
齢
化
に
よ
り
面
積

が
縮
小
し
て
い
る
。
農
家

数
、
栽
培
面
積
の
推
移
と

果
樹
カ
メ
ム
シ
へ
の
対
応

に
つ
い
て
問
う
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
、

農
林
水
産
業
の
物
価
高
騰

対
策
や
飼
料
価
格
高
騰
対

策
の
実
施
に
つ
い
て
国
に

要
望
し
て
き
て
お
り
、
今

後
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

要
望
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

　

水
稲
を
は
じ
め
と
す
る

農
業
経
営
は
、
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
生
産
コ
ス
ト

の
適
切
な
価
格
転
嫁
を
行

い
、
再
生
産
可
能
で
、
持

続
的
な
稲
作
農
家
の
成
長

や
食
料
の
安
定
供
給
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
国
・
県
、
Ｊ
Ａ

等
関
係
機
関
と
連
携
し
、

消
費
者
の
理
解
を
求
め
る

と
と
も
に
、
地
元
産
米
や

加
工
品
の
積
極
的
な
消
費

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　

梨
農
家
は
、
平
成
26
年

度
２
８
３
戸
が
令
和
５
年

度
で
１
２
３
戸
に
、
栽
培

面
積
は
平
成
26
年
度
で

76
・
９
ha
が
令
和
５
年
度

に
は
50
・
２
ha
に
減
少
し

て
い
る
。 

　

鳥
取
県
は
７
月
26
日
付

で
果
樹
カ
メ
ム
シ
類
の
病

害
虫
発
生
予
察
警
報
を
発

表
し
、
果
樹
栽
培
農
家
へ

追
加
防
除
等
の
注
意
喚
起

と
支
援
を
発
表
さ
れ
、
本

市
も
こ
れ
に
協
調
し
た
支

援
を
検
討
し
て
い
る
。

星
見　

健
蔵
（
会
派
新
生
）

経
営
継
続
可
能
な
農
業

政
策
を

　各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。
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一般質問（各個質問）　

問 

地
域
や
自
治
体
、
家

庭
な
ど
の
共
同
体
で
、
日

頃
か
ら
災
害
発
生
時
の
対

応
を
想
定
し
て
お
く
こ
と

で
迅
速
に
行
動
に
移
し
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
れ
ば
一
番
幸
い
な
こ
と

だ
と
思
う
。
災
害
の
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る

か
ど
う
か
は
、
初
動
体
制

に
掛
か
っ
て
い
る
。
災
害

発
生
時
、
市
の
職
員
も
市

民
と
同
じ
よ
う
に
被
災
し

て
い
る
状
況
の
中
で
、
職

員
の
災
害
発
生
時
初
期
対

応
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
風
水
害
の
場

合
、
河
川
の
水
位
上
昇
等

で
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が

高
ま
っ
た
場
合
に
は
、
災

害
対
策
本
部
体
制
を
発
令

し
、
参
集
メ
ー
ル
等
で
職

員
の
登
庁
を
呼
び
か
け
、

避
難
情
報
の
発
令
や
避
難

所
開
設
に
当
た
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
令
和
５
年
の

台
風
第
７
号
の
際
に
は
全

職
員
対
象
の
第
３
配
備
を

発
令
し
、
全
庁
一
丸
で
対

応
し
た
。地
震
の
場
合
は
、

震
度
４
以
上
で
職
員
は
自

動
的
に
登
庁
し
、
避
難
所

開
設
や
避
難
者
支
援
に
当

た
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
地
震
等
突
発
的

な
場
合
、
職
員
は
ま
ず
自

身
や
家
族
の
安
全
確
保
に

留
意
し
、
か
つ
近
隣
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
に
努

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
職
員
や
そ
の

家
族
が
被
災
し
、
速
や
か

な
登
庁
が
難
し
い
状
況
も

念
頭
に
、
本
市
の
業
務
継

続
計
画
で
は
、
地
震
発
生

直
後
の
参
集
率
を
約
２
割

程
度
と
想
定
し
、
平
時
か

ら
応
急
業
務
の
手
順
書
や

受
援
計
画
の
整
備
を
進
め

る
な
ど
、
災
害
時
に
も
行

政
機
能
を
維
持
で
き
る
取

組
を
進
め
て
い
る
。

砂
田　

典
男
（
会
派
新
生
）

災
害
発
生
時
の
初
期
対

応
に
つ
い
て

問 

本
市
の
都
市
公
園
に

は
、
健
康
器
具
が
設
置
さ

れ
た
箇
所
が
あ
る
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
情

報
が
充
分
に
届
い
て
い
な

い
。
対
策
と
し
て
、
健
康

づ
く
り
地
区
推
進
員
連
絡

協
議
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
な
ど
へ
の
効
果
的
な

情
報
発
信
に
よ
り
、
運
動

不
足
解
消
・
フ
レ
イ
ル
予

防
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

の
開
催
な
ど
幅
広
く
市
民

の
健
康
増
進
に
向
け
利
用

促
進
を
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
現
在
、
健
康

器
具
系
施
設
（
遊
具
）
の

設
置
箇
所
等
に
つ
い
て
、

鳥
取
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
情
報
発
信
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
自
主

的
な
健
康
づ
く
り
と
し

て
、
身
近
な
公
園
で
気
軽

に
楽
し
く
運
動
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
健
康
器

具
系
施
設
（
遊
具
）
を
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
き
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
今
後
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
の
活
用
や
地
域
で
の

健
康
教
育
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
の
紹
介
、
健
康
づ
く

り
地
区
推
進
員
連
絡
協
議

会
や
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

等
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
利
用
促
進
に
つ

い
て
は
、
健
康
づ
く
り
地

区
推
進
員
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
地
域
で
企
画

さ
れ
る
健
康
づ
く
り
活
動

の
機
会
に
健
康
器
具
系
施

設
（
遊
具
）
を
活
用
し
た

取
組
を
盛
り
込
ん
で
い
た

だ
く
な
ど
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

寺
坂　

寛
夫
（
会
派
新
生
）

健
康
遊
具
の
利
用
促
進
に

よ
る
健
康
づ
く
り
を
！

問 

帯
状
疱
疹
は
、
80
才
ま

で
に
約
３
人
に
１
人
が
発

症
す
る
疾
患
で
、
後
遺
症

で
苦
し
む
方
も
多
い
。
令

和
６
年
６
月
、
国
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
を
公
費
助

成
の
定
期
接
種
に
含
め
る

方
針
を
決
め
た
。有
用
性
、

安
全
性
が
確
認
さ
れ
、
費

用
対
効
果
に
つ
い
て
も
期

待
で
き
る
帯
状
疱
疹
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
で
あ
る
。
国

の
公
費
助
成
開
始
ま
で
の

間
、
本
市
の
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
の
公
費

助
成
に
つ
い
て
問
う
。

答 

（
市
長
）
現
在
、
国
の

厚
生
科
学
審
議
会
に
お
い

て
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
法
上
の
定
期

接
種
化
に
つ
い
て
、
そ
の

目
的
、
接
種
す
る
年
齢
、

用
い
る
ワ
ク
チ
ン
な
ど
議

論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
本
市
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
国
の
議
論
を
確
認

し
た
上
で
助
成
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
市

長
会
を
通
じ
て
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化

の
議
論
を
進
め
て
い
た
だ

く
よ
う
国
へ
要
望
し
て
い

る
の
で
、
今
後
も
引
き
続

き
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。

谷
口　

明
子
（
公
明
党
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　
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　一般質問（各個質問）

問 

環
境
省
は
、「
各
自
の

判
断
に
よ
る
快
適
で
働
き

や
す
い
軽
装
」
を
呼
び
か

け
て
い
る
。
益
田
市
は
令

和
６
年
度
よ
り
働
き
や
す

い
服
装（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、

ノ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
）
を
実

施
さ
れ
た
。
本
市
職
員
も

※
Ｔ
Ｐ
Ｏ
（
時
間
・
場
所
・

場
合
に
応
じ
た
服
装
）

の
意
識
を
持
っ
た
上
で
の

軽
装
を
希
望
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で

通
年
の
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・

ノ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
取
り

入
れ
る
こ
と
の
所
見
を
尋

ね
る
。

答 

（
市
長
）
気
温
等
に
よ

る
体
へ
の
負
担
軽
減
や
業

務
の
効
率
化
を
推
進
す
る

観
点
で
、
一
定
の
ル
ー
ル

の
も
と
季
節
に
合
っ
た
働

き
や
す
い
服
装
で
勤
務
す

る
こ
と
は
、
有
効
な
取
組

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

　

全
国
の
自
治
体
で
、
軽

装
勤
務
を
通
年
化
す
る

取
組
が
進
む
中
で
、
本
市

に
お
い
て
も
、
公
務
に
ふ

さ
わ
し
く
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
も
留

意
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
服
装
で
の
勤
務
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

※
Ｔ
Ｐ
Ｏ
と
は

　

Tim
e

︵
時
間
︶、Place

︵
場
所
︶、

O
ccasion

︵
場
合
︶
の
３
つ
の

英
単
語
の
頭
文
字
を
取
っ
た
略
語
。

時
間
・
場
所
・
場
合
に
応
じ
、
服

装
な
ど
を
使
い
分
け
る
こ
と
。

足
立　

考
史
（
無
所
属
）

働
き
や
す
い
服
装
に
つ

い
て

問 

令
和
７
年
４
月
開
催

予
定
の
大
阪
万
博
は
、
廃

棄
物
処
分
場
を
埋
め
立

て
て
造
っ
た
も
の
。
い
ま

だ
に
、
メ
タ
ン
ガ
ス
、
硫

化
水
素
が
発
生
す
る
危
険

な
場
所
。
ま
た
、
休
憩
場

所
の
確
保
に
し
て
も
、
災

害
対
応
で
も
対
策
が
不
十

分
。隣
接
地
に
は
Ｉ
Ｒ（
カ

ジ
ノ
）
が
建
設
予
定
で
、

教
育
活
動
の
一
環
と
し
て

訪
れ
る
に
は
不
適
切
と
考

え
る
。
修
学
旅
行
先
と
し

て
、
教
育
委
員
会
の
考
え

と
派
遣
の
是
非
を
問
う
。

答 

（
教
育
長
）
今
回
の
メ

タ
ン
ガ
ス
に
起
因
し
た
火

災
事
故
に
つ
い
て
は
、
対

策
が
講
じ
ら
れ
る
と
の
こ

と
で
、
安
全
は
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
日
本

国
際
博
覧
会
協
会
が
策
定

し
て
い
る
防
災
基
本
計
画

及
び
防
災
実
施
計
画
に
お

い
て
、
地
震
や
火
災
発

生
時
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
を
想
定
し
た
来
場
者

の
避
難
誘
導
や
帰
宅
支
援

等
の
対
策
が
示
さ
れ
て
お

り
、
し
っ
か
り
と
し
た
対

応
が
な
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

万
博
は
、
世
界
中
か
ら

た
く
さ
ん
の
人
や
モ
ノ
が

集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
地

球
規
模
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
取
り
組
む
た
め
に
世

界
各
地
か
ら
英
知
が
集
ま

る
場
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

場
を
訪
れ
学
び
の
場
と
す

る
こ
と
は
、
国
内
外
の
文

化
、歴
史
、政
治
、経
済
、

産
業
等
に
か
か
わ
る
重
要

な
地
域
や
自
然
の
美
し
さ

を
直
接
見
聞
き
す
る
こ
と

に
よ
り
、
学
校
に
お
け
る

教
育
活
動
を
拡
充
す
る
な

ど
、
広
い
知
見
と
豊
か
な

情
操
を
育
成
す
る
と
い
う

修
学
旅
行
の
ね
ら
い
を
十

分
に
達
成
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

金
田　

靖
典
（
日
本
共
産
党
）

大
阪
万
博
に
子
ど
も
た

ち
を
派
遣
す
る
な

問 

令
和
４
年
12
月
定
例

会
で
も
質
問
し
て
い
る

が
、
本
市
全
体
の
均
衡
あ

る
発
展
を
図
る
観
点
で
、

若
者
・
子
育
て
世
帯
の
流

出
対
応
や
安
定
し
た
雇

用
、
そ
し
て
浜
村
・
鹿
野

温
泉
IC
の
側
に
は
西
の
玄

関
口
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と

し
て
「
道
の
駅
気
楽
里
」

を
は
じ
め
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
も
有

り
、
冬
の
積
雪
に
よ
る
交

通
対
策
を
考
慮
す
れ
ば
、

新
工
業
団
地
は
、
ま
ず
西

地
域
に
整
備
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
新
た
な
工
業

団
地
の
整
備
に
当
っ
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
地

の
特
性
や
強
み
を
分
析

し
、
ど
の
よ
う
な
産
業
が

誘
致
で
き
る
の
か
を
十
分

検
討
し
た
う
え
で
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

西
地
域
に
つ
い
て
は
、

豊
か
な
農
地
や
温
泉
な
ど

の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

企
業
の
農
業
参
入
を
積
極

的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
近
年
、
県
内
外

の
企
業
に
よ
る
視
察
も
増

え
て
い
る
。
西
地
域
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
地

域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活

か
し
、
一
次
産
業
に
さ
ら

な
る
付
加
価
値
が
創
出
で

き
る
よ
う
な
食
品
製
造
業

や
植
物
工
場
な
ど
が
立
地

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

振
興
と
雇
用
の
創
出
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
地
域
の
状

況
や
企
業
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
西
地
域
で
の
工

業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

勝
田　

鮮
二
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

新
工
業
団
地
を
西
地
域
へ

　各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。
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一般質問（各個質問）　

問 

災
害
時
に
倒
壊
し
た

建
物
や
被
災
住
宅
内
の
土

砂
を
取
り
除
く
に
は
、
建

物
所
有
者
の
承
諾
が
な
け

れ
ば
取
り
除
く
こ
と
が
で

き
な
い
。
災
害
時
に
、
空

き
家
・
空
き
店
舗
が
倒
壊

し
た
際
、
公
道
を
塞
ぎ
、

支
援
物
資
の
供
給
が
で
き

な
い
な
ど
の
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
災
害
時
の
緊
急

対
応
に
支
障
が
生
じ
た
場

合
な
ど
は
ど
の
よ
う
な
対

応
に
な
る
の
か
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
空
き
家
・
空

き
店
舗
を
含
め
た
建
物
が

地
震
等
の
災
害
に
よ
り
倒

壊
し
、
消
防
、
救
命
・
救

難
等
の
人
命
に
か
か
わ
る

よ
う
な
緊
急
性
の
極
め
て

高
い
応
急
措
置
の
実
施
の

支
障
と
な
る
場
合
に
は
、

消
防
法
第
29
条
、
災
害
救

助
法
第
９
条
、
災
害
対

策
基
本
法
第
64
条
な
ど
の

規
定
に
基
づ
き
、
土
地
の

一
時
使
用
や
当
該
支
障
建

物
の
除
去
な
ど
の
必
要
な

措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
仮
に
本
市
内
で
同
様

の
事
態
が
生
じ
た
場
合

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
基

づ
き
対
応
す
る
こ
と
と
な

る
。

米
村　

京
子
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

空
き
家
・
空
き
店
舗
に

つ
い
て

問 

令
和
５
年
10
月
、
本

市
、㈱
ｄ
ｈ
ｐ
都
市
開
発
、

マ
リ
オ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
三
者
は
、

ホ
テ
ル
着
工
を
令
和
６
年

４
月
と
し
令
和
８
年
中
に

開
業
す
る
旨
を
明
ら
か
に

し
た
が
、
現
在
ま
で
着
工

の
動
き
は
見
当
ら
な
い
。

本
来
は
、
本
市
と
㈱
ｄ
ｈ

ｐ
都
市
開
発
が
交
わ
し
た

基
本
協
定
で
は
、
ホ
テ
ル

開
業
期
日
は
令
和
７
年
１

月
１
日
と
な
っ
て
い
る
。

ホ
テ
ル
建
設
の
見
通
し
に

つ
い
て
見
解
を
求
め
る
。

答 

（
市
長
）
令
和
６
年
８

月
下
旬
に
ホ
テ
ル
事
業
者

の
皆
さ
ん
と
面
会
し
た
際

に
、
懸
案
で
あ
っ
た
施
工

体
制
が
お
お
む
ね
固
ま

り
、
契
約
前
の
調
整
が
最

終
段
階
に
あ
る
と
の
報
告

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

今
後
の
事
業
着
手
の
見

通
し
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
末
ま
で
に
は
建
設
予

定
地
を
仮
囲
い
し
た
上

で
、
令
和
７
年
春
に
か
け

て
立
木
の
伐
採
な
ど
に
着

手
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
後
は
、
施
工
業

者
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調

整
し
た
上
で
、
造
成
工

事
、
建
築
工
事
の
順
に
着

手
し
て
い
く
と
伺
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
貴
重
な
市

の
財
産
を
民
間
活
力
に
よ

る
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
誘

致
に
活
用
し
、
鳥
取
砂
丘

の
再
生
や
滞
在
環
境
の
上

質
化
、
さ
ら
に
は
麒
麟
の

ま
ち
圏
域
の
一
層
の
発
展

に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要

性
を
十
分
認
識
し
た
上

で
、
今
後
も
事
業
者
と
連

携
し
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

の
開
業
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

上
杉　

栄
一
（
会
派
新
生
）

砂
丘
西
側
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
建
設
に
関
連
し
て

問 

地
方
公
務
員
法
第
58

条
第
５
項
で
は
、
市
長
が

小
中
学
校
教
職
員
の
勤
務

状
況
に
関
す
る
労
働
基
準

監
督
機
関
と
し
て
の
役
割

を
担
う
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
点
に
関
し
、
①
役

割
の
認
識
と
こ
れ
ま
で
の

対
応
に
つ
い
て
、
②
勤
務

状
況
の
現
状
認
識
に
つ
い

て
、
③
就
業
時
間
以
降
、

※
超
勤
４
項
目
に
該
当
し

な
い
部
活
指
導
が
常
設
的

に
設
定
さ
れ
て
い
る
学
校

へ
の
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
問
う
。

答 

（
市
長
）
教
職
員
の
勤

務
時
間
や
勤
務
条
件
、
安

全
衛
生
管
理
体
制
等
全
般

に
つ
い
て
、
労
働
基
準
監

督
機
関
の
職
権
者
と
し
て

市
長
が
役
割
を
担
う
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

こ
の
た
め
、
各
種
法
令

に
関
す
る
必
要
な
届
出
の

確
認
や
、
教
育
委
員
会
か

ら
の
相
談
に
対
す
る
助
言

等
を
行
っ
て
き
た
が
、
令

和
４
年
度
か
ら
は
教
育
委

員
会
と
の
労
働
衛
生
環
境

に
関
す
る
連
絡
調
整
会
議

を
毎
年
度
開
催
し
、
学
校

現
場
の
労
働
環
境
の
課
題

解
決
に
向
け
て
、
実
務

的
に
連
携
が
取
れ
る
よ
う

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

学
校
現
場
で
は
、
原
則

と
し
て
教
員
に
時
間
外
勤

務
を
命
じ
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
さ
れ
、
所
定
の
勤

務
時
間
以
外
は
労
働
基
準

法
上
の
「
労
働
時
間
」
に

あ
た
ら
な
い
「
在
校
等
時

間
」
と
し
て
管
理
し
て
い

る
現
状
が
あ
る
。

　

労
働
基
準
監
督
機
関
の

職
権
者
と
し
て
、
労
働
基

準
法
等
に
基
づ
く
適
正
な

労
務
管
理
が
な
さ
れ
る
よ

う
、
教
育
委
員
会
と
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
必
要
な

対
応
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

※
超
勤
４
項
目
と
は

教
員
に
命
じ
る
こ
と
の
で
き
る
４

つ
の
時
間
外
業
務
︵
実
習
、
学
校

行
事
、
職
員
会
議
、
非
常
災
害
な

ど
に
必
要
な
業
務
︶

柳　
　

大
地
（
無
所
属
）

学
校
の
働
き
方
改
革

関
連
事
業
に
つ
い
て

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　
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　一般質問（各個質問）

問 

本
市
は
地
域
食
堂
へ

の
運
営
経
費
等
へ
の
支
援

を
は
じ
め
、
地
域
食
堂
の

運
営
団
体
、
支
援
団
体
、

行
政
の
官
民
連
携
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

よ
り
、
地
域
食
堂
の
継
続

的
か
つ
安
定
的
な
運
営
を

支
援
す
る
た
め
の
食
材
提

供
な
ど
の
支
援
体
制
も
整

い
つ
つ
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
地
域
食
堂
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
取
組
を
尋

ね
る
。

答 

（
市
長
）
地
域
食
堂

は
、
本
市
の
総
合
計
画
を

は
じ
め
地
域
福
祉
や
こ
ど

も
施
策
の
個
別
計
画
に
も

位
置
付
け
、
地
域
共
生
社

会
に
お
け
る
重
要
な
社
会

資
源
と
し
て
そ
の
取
組
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

地
域
食
堂
の
開
設
数

は
、
現
在
38
カ
所
に
増

え
、
充
足
率
は
小
学
校
区

で
70
％
、
中
学
校
区
で
は

94
％
と
な
り
、 

未
設
置
の

中
学
校
区
は
残
り
１
校
区

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
食
堂
の
活
動
を
支
え

て
い
る
「
麒
麟
の
ま
ち
地

域
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
協
力
企
業
も
現
在
63
社

と
な
り
、「
食
材
の
寄
附
」

「
食
材
配
送
支
援
」「
会

社
ぐ
る
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
参
画
い
た
だ
い

て
い
る
。 　

　

今
後
も
地
域
食
堂
が
持

続
可
能
な
取
組
と
な
る
よ

う
、
多
く
の
方
が
参
画
で

き
る
環
境
づ
く
り
、
官
民

連
携
で
活
動
を
支
え
る
体

制
の
継
続
が
必
要
で
あ

る
。

　

令
和
６
年
度
の
地
域
食

堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
会

で
、
副
市
長
が
新
た
に
共

同
代
表
に
就
任
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
、「
運
営
団

体
代
表
」「
支
援
団
体
代

表
」
と
と
も
に
行
政
の
３

者
が
共
同
代
表
と
な
る
こ

と
で
体
制
強
化
が
図
ら
れ

た
も
の
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
取
組
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

中
山　

明
保
（
会
派
新
生
）

地
域
（
こ
ど
も
）
食
堂
に

つ
い
て

問 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
使
用
に
関
し
、
町
内
会

等
の
未
加
入
者
へ
の
対
応

に
役
員
が
苦
慮
し
て
い
る

現
状
を
聞
く
。
市
は
、「
一

定
の
ル
ー
ル
の
下
に
使
用

で
き
る
よ
う
配
慮
を
」
と

言
う
が
、
そ
の
た
め
に
も

町
内
会
等
が
参
考
に
で
き

る
使
用
管
理
規
定
の
よ
う

な
何
種
類
か
の
ひ
な
型
を

市
が
作
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、

相
談
が
あ
る
市
民
に
は
、

丁
寧
な
対
応
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
い
い
の
か
。

答 

（
市
長
）
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
・
運
営
は
、

町
内
会
等
に
よ
っ
て
様
々

で
あ
り
、
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
て
工
夫
を
さ
れ
な

が
ら
ル
ー
ル
等
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

市
が
一
定
の
ル
ー
ル
の
ひ

な
型
を
お
示
し
す
る
こ
と

は
、
一
つ
の
目
安
と
は
な

り
得
る
が
、
一
方
で
、
市

の
示
し
た
ひ
な
形
が
一
つ

の
基
準
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
る
お
そ
れ
も
あ
る
た

め
、
本
市
へ
相
談
に
来
ら

れ
た
内
容
に
応
じ
て
、
問

題
解
決
の
事
例
や
参
考
資

料
と
し
て
、
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
・
運
営
に
関
す
る
課

題
や
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
、
当
事
者
間
で

十
分
に
話
し
合
っ
て
い
た

だ
き
、
解
決
が
困
難
な
場

合
に
は
、
市
に
相
談
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た

り
、
年
々
複
雑
な
事
案
等

が
増
え
て
い
る
。
本
市

と
し
て
も
、
引
き
続
き
、

市
民
の
相
談
内
容
に
応
じ

た
問
題
解
決
事
例
の
紹
介

や
助
言
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ト
ラ
ブ
ル
解
消
に
向

け
た
対
応
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

伊
藤　

幾
子
（
日
本
共
産
党
）

市
民
か
ら
の
相
談
に
は

丁
寧
な
対
応
を
‼

問 

本
市
が
取
り
組
ん
で

い
る
鳥
取
駅
周
辺
再
整
備

は
、
ま
ち
な
か
の
魅
力

や
生
産
性
を
高
め
る
も
の

で
あ
り
、
ウ
オ
ー
カ
ブ
ル

な
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
的

に
取
り
組
む
こ
と
で
効
果

を
生
む
と
考
え
る
。
新
し

く
創
出
す
る
賑
わ
い
を
ま

ち
な
か
に
波
及
さ
せ
る
た

め
に
は
、
鳥
取
駅
周
辺
と

同
様
に
商
店
街
を
現
代
の

ニ
ー
ズ
や
暮
ら
し
に
合
わ

せ
再
設
計
し
、
新
し
い
役

割
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
今
後
の
取

組
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

目
指
し
て
、
ウ
オ
ー
カ
ブ

ル
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
令
和
６

年
７
月
に
発
表
さ
れ
た
本

市
中
心
市
街
地
の
路
線
価

は
、
全
国
の
県
庁
所
在
地

で
唯
一
下
落
す
る
な
ど
、

衰
退
が
続
い
て
お
り
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。

　

こ
の
現
状
を
打
開
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
と

は
異
な
る
新
し
い
戦
略
が

必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、

ま
ち
な
か
に
新
し
い
役
割

や
価
値
を
持
た
せ
、
民
間

投
資
を
引
き
寄
せ
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
有
効
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
鳥
取

駅
周
辺
再
整
備
と
合
わ

せ
て
、
ま
ち
な
か
の
遊
休

不
動
産
を
活
用
し
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致

や
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
の
拠
点
整
備
に
向
け
た

戦
略
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

※
ウ
オ
ー
カ
ブ
ル
︵w

alkable

︶

と
は

﹁
歩
く
﹂

“
w

alk”

と﹁
~
で
き
る
﹂

“
able”

を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら

れ
た
﹁
歩
く
こ
と
が
で
き
る
、
歩

き
や
す
い
﹂
と
い
う
意
味
の
形
容

詞
。
都
市
再
生
の
分
野
で
は
特
に

﹁
歩
き
た
く
な
る
﹂
と
訳
さ
れ
る
。

石
田
憲
太
郎
（
公
明
党
）

ウ
オ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

　各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。
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一般質問（各個質問）　

問

な
ぜ
、
Ｊ
Ｒ
浜
村
駅

南
側
の
、
あ
の
農
地
を
学

校
候
補
地
と
し
た
の
か
尋

ね
る
。
ま
た
、
こ
の
学
校

の
統
合
問
題
は
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
気
高
町
全
て

の
集
落
の
未
来
・
存
続
に

係
る
問
題
で
も
あ
る
。
学

校
は
地
域
の
皆
さ
ま
方
の

お
力
・
協
力
な
く
し
て
成

り
立
た
な
い
。
従
っ
て
、

疑
問
に
思
っ
て
い
る
地
元

町
民
の
方
が
い
る
以
上
、

全
気
高
町
民
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
周

知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）
地
域
、
保

護
者
、
学
校
関
係
者
か
ら

な
る
気
高
地
域
学
校
統
合

準
備
委
員
会
で
は
、
学
校

の
設
置
場
所
等
に
関
す
る

議
論
が
進
め
ら
れ
、
最
終

的
に
「
Ｊ
Ｒ
浜
村
駅
周
辺

に
新
規
用
地
を
取
得
さ
れ
、

新
し
い
学
校
づ
く
り
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い

加
藤　

茂
樹
（
会
派
新
生
）

気
高
町
４
小
学
校
の

統
廃
合
に
つ
い
て

議場見学のご案内議場見学のご案内
　本市の将来を担う子どもたちに社会や政治に対する関心を持っていただこうと、市内の
小中学生を対象に議場見学会（議場見学や議会のしくみについての説明など）を行ってお
ります。また、公民館や町内会など各種団体を対象とした見学会も随時行っています。
　詳しくは、市議会事務局調査係（℡0857-30-8443）までお問い合わせください。

QR コードで簡単アクセス！➡

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　
各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。

問

私
は
こ
れ
ま
で
、
市

民
か
ら
生
活
保
護
の
生
活

相
談
を
受
け
、
そ
の
中
で

経
済
的
に
支
援
が
必
要
だ

と
思
わ
れ
る
方
を
何
人
も

生
活
保
護
申
請
に
つ
な
い

で
き
た
。
令
和
６
年
５
月

20
日
の
こ
と
で
あ
る
。
生

活
保
護
申
請
し
た
際
、
地

区
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

が
学
歴
や
逮
捕
犯
罪
歴
の

質
問
を
し
た
。
こ
の
こ
と

に
私
は
非
常
に
違
和
感
を

覚
え
た
。
一
体
ど
の
よ
う

な
根
拠
で
そ
う
い
っ
た
質

問
を
し
て
い
る
の
か
尋
ね

る
。

答
（
市
長
）
生
活
保
護
制

度
は
法
定
受
託
事
務
と
し

て
、
生
活
保
護
法
の
ほ
か

国
の
関
係
通
知
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
る
。
生
活
歴

や
心
身
の
状
況
、
収
入
や

資
産
、
親
族
の
状
況
な
ど

の
項
目
に
つ
い
て
も
国
が

通
知
で
示
し
て
い
る
も
の

を
基
に
本
市
で
定
め
、
面

接
時
に
聞
き
取
り
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

聞
き
取
り
の
際
に
は
、

支
援
団
体
や
関
係
機
関
と

連
携
を
す
る
た
め
に
、
踏

み
込
ん
だ
質
問
を
す
る
こ

と
も
あ
る
。
同
時
に
、
相

談
者
の
成
育
歴
や
生
活
歴

を
ひ
も
と
き
、
価
値
観
や

考
え
方
、
行
動
が
ど
の
よ

う
に
形
成
を
さ
れ
て
き
た

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、

生
活
保
護
を
適
用
し
た
場

合
の
援
助
方
針
を
立
て
て

い
く
上
で
重
要
な
要
素
と

な
る
の
で
、
相
談
者
の
方

に
は
配
慮
の
上
、
面
接
時

に
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

長
坂　

則
翁
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

生
活
保
護
費
受
給
希
望
者
に
対

す
る
面
接
時
の
対
応
に
つ
い
て

議会改革検討委員会議会改革検討委員会
　本委員会では、令和５年12月22日、議長から諮問を受
けた事項のうち「議会広聴のあり方について」の項目につ
いて、令和６年８月７日に寺坂委員長から西村議長へ提言
を行いました。 QR コードで簡単アクセス！➡

議場ってどんな
ところ？

う
意
見
が
多
数
を
占
め
た

報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
気
高
地
域
振
興

会
議
委
員
を
中
心
と
す
る

関
係
者
会
議
で
も
同
様
の

報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

教
育
委
員
会
は
、
こ
れ

ら
の
報
告
を
踏
ま
え
、
地

域
の
思
い
、
気
高
の
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
な
ど
か
ら
、

Ｊ
Ｒ
浜
村
駅
南
側
を
学
校

候
補
地
と
す
る
基
本
方
針

を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

統
合
準
備
委
員
会
で
は
、

そ
の
都
度
、
た
よ
り
を
気

高
地
域
全
戸
に
配
布
さ
れ
、

関
係
者
会
議
の
報
告
書
の

内
容
も
チ
ラ
シ
に
し
て
全
戸

配
布
し
て
い
る
。
地
域
振
興

会
議
で
も
進
捗
状
況
を
報

告
し
て
い
る
た
め
、
改
め
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

今
後
も
気
高
地
域
の
皆

さ
ま
に
丁
寧
に
説
明
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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　令和６年度議会報告会・意見交換会

　鳥取市議会は「開かれた議会」の実現への取組の一つとして、今年度は、参加申込をいただいた６校の高
校生を対象に、７月と10月に計40名の生徒たちとの「議会報告会・意見交換会」を開催しました。今回は、
６月定例会号（№206）の４校に引き続き、10月に開催したあすなろ高等専修学校（クラーク鳥取）、青谷高
校の２校の内容について掲載しています。

令和６年度　鳥取市議会令和６年度　鳥取市議会
議会報告会・意見交換会議会報告会・意見交換会

～高校生と市議が未来を語る～～高校生と市議が未来を語る～

あすなろ高等専修学校（クラーク鳥取）
10月15日(火)
生徒からの意見・要望等
テーマ　「鳥取の交通事情」
● 車依存社会から脱却が必要。通勤・通学時間帯の

渋滞が多く、鉄道中心がいいと思う。
● ＪＲの列車の本数や駅が少ないため利用者が少な

く悪循環となっている。
● 行徳寿町から中央病院行のバスが１日２便で診察

の時間に間に合わない。
● 公共交通の利用できないエリアの方でも、必要な

ときに必要なところへ行けるようなシステム作り
が必要。

青谷高校
10月22日(火)
生徒からの意見・要望等
テーマ　「地元を盛り上げるために」
　生徒から2つの研究テーマの報告がありました。
　１点目の、空き家を活用した『青谷プチ移住体験』は、
移住を検討している子育て世代をターゲットに空き家
を活用した移住体験をしてもらう取組で、移住体験と
しては、空き家のリフォーム体験、青谷海岸でのサー
フィン体験、紙すき体験など。これらのことで地域へ
お金を循環させ、移住体験者からのＳＮＳ発信で更な
る集客や移住へつなげていこうとする取組でした。
　２点目の、『青谷満喫プランの作成』は、上寺地遺跡

　この度の議会報告会・意見交換会には、多くの高校生の皆さ
んにご参加いただきました。貴重な意見や市政に対する要望が
あり、活発で有意義な会となりました。いただいた意見や要望
はこれからの議会活動に生かしてきたいと思います。参加され
た高校生、ご協力いただいた先生方、関係者の皆様へ感謝申し
上げます。

議会広報委員会
委 員 長　　加藤　茂樹　　　委　員　　金田　靖典
副委員長　　谷口　明子　　　委　員　　米村　京子
委　　員　　西尾　彰仁　　　委　員　　魚﨑　　勇
委　　員　　加嶋　辰史

会を終えて会を終えて

第２報

● 鉄道やバスの利便性など公共交通がしっかりしてい
れば、若者の定住や移住者の増加が見込めるのでは。

● 路線バスの支払いをキャッシュレス化してほしい。
テーマ　「駅前のにぎわいについて」
●駅前のシャッター街がにぎわえばいい。
● 学生が汽車を待つ間に楽しく過ごせる場所が欲しい。
●若者を呼び込めるような施設を
　 (日吉津より大きい映画館、屋内遊園地、スイーツ、

ラウンドワンやタワレコなどのチェーン店 など)
● 駅前のお店を紹介したり看板を設置して入りやすく

してはどうか。
● ＪＲを生活手段として利用している学生や高齢者層

のために、病院やスーパー、娯楽施設を駅の近くに
設ける。イオンのような大型店を駅前に持ってきて
はどうか。

公園では発掘クッキーを土産物として試作することとし、
青谷海岸ではシャワー整備によりアクティビティレンタ
ルなど近畿圏からの観光客を呼び込もうとするもの、獅
子岩周辺ではサザエの収穫を海女さん体験でしてもらお
うとするものなど、青谷の観光名所を探して観光プラン
を作成する取組でした。
　意見交換では、この２つのビジネスプランを実現して
いくためにどのように取り組んでいけばいいのか話し合
いが行われ、生徒からは、「空き家リフォームの支援制度
はあるのか？」「移住者が青谷の企業に就職する時の支援
策はあるのか？」「空き家を宿泊施設にしてもいいのか？」

「どのように宣伝していけばいいのか？」「人が集い遊べ
る大きな公園を作ってほしい。」「観光スポットとしてキ
ャンプ場を作ってほしい。」などの質問や意見があり、議
員がアドバイスを行い、地域を盛り上げていくための意
見交換が熱心に行われました。
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　令和６年９月定例会の審議結果　

令和６年９月定例会の審議結果 （会期：令和６年９月２日～10月７日）

賛否状況

議決結果

会派新生 公明党 未来ネット 日本共産党 開政 無所属

星
見　

健
蔵

魚
﨑　
　

勇

西
村
紳
一
郎

岡
田　

信
俊

寺
坂　

寛
夫

砂
田　

典
男

上
杉　

栄
一

水
口　
　

誠

谷
口　

明
子

浅
野　

博
文

石
田
憲
太
郎

平
野
真
理
子

勝
田　

鮮
二

米
村　

京
子

秋
山　

智
博

長
坂　

則
翁

金
田　

靖
典

岩
永　

安
子

伊
藤　

幾
子

加
嶋　

辰
史

吉
田　

博
幸

柳　
　

大
地

岡
田　
　

実

坂
根　

政
代

雲
坂　
　

衛

足
立　

考
史

太
田　
　

緣

〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 欠

席 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 欠

席 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決及び認定

〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 原案可決

〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 原案可決

〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 原案可決

× × 議
長 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇 × 〇 〇 原案可決

× × 議
長 × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 × 〇 〇 不採択

× × 議
長 × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 不採択

× × 議
長× × × × × × × × × 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇 ×〇 〇 不採択

〇 〇 議
長〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × ×〇 × 採択

 賛成…〇　反対…×

採択となったもの
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2025年度政府予算に係る意見書の提出を求める陳情（令和６年陳情第４号）
（理由）趣旨が妥当と認められるため
「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方改革、長時間労働是正を求める意見書の提出を求める陳情（令和６年陳情第５号）
（理由）趣旨が妥当と認められるため
不採択となったもの
命を守る耐震（防災）シェルターの助成に関する陳情書（令和６年陳情第２号）
（理由）陳情内容にある現状認識と実態が合っておらず、また国が耐震・防災シェルターの安全基準を定めていないことにより、助成制
度の運用は困難であると考えるため
母（王乖彦）が中国で不法に逮捕されている件に関する意見書の提出を求める陳情（令和６年陳情第３号）
（理由）事実確認ができないため並びに地方議会において審査する内容ではないため
「物価高騰に見合う年金額に引上げるために、年金積立金の活用も含めた検討を行うこと」を求める意見書提出についての陳情（令和６年陳情第６号）
（理由）国において将来にわたって持続可能な年金制度改革に取り組んでいる状況であり、意見書を提出する必要がないと考えるため

－陳情審査結果－

～９月定例会審議結果の概要～
　令和６年９月定例会を９月２日から10月７日までの36日間にわ
たって開催しました。本定例会では、市長から令和６年度鳥取市
一般会計補正予算など41議案が提出され、34議案を全会一致、７
議案を賛成多数で可決・認定・同意しました。
　また、委員会提出議案が２件提出され、２議案を全会一致で可
決しました。さらに、議員提出議案が２件提出され、１議案を全
会一致、１議案を賛成多数で可決しました。

詳しい議決結果と過去
の議決結果はこちら➡

請願・陳情の
　　ページはこちら➡
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令和６年９月定例会の審議結果

　令和６年９月定例会の審議結果　

※議決結果の詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

議 案 番 号 案　　件　　名 西
尾　

彰
仁

中
山　

明
保

加
藤　

茂
樹

吉
野　

恭
介

＜市長提出議案＞
93 令和６年度鳥取市一般会計補正予算（第3号） 〇 〇 〇 〇

97 令和５年度鳥取市歳入歳出各会計決算認定について 〇 〇 〇 〇

98 令和５年度鳥取市水道事業剰余金処分及び決算認定について 〇 〇 〇 〇

103 鳥取市の行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例
の一部改正について 〇 〇 〇 〇

108
鳥取市地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に係る人員等に関する
基準を定める条例及び鳥取市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定
介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定め
る条例の一部改正について

〇 〇 〇 〇

109 鳥取市国民健康保険条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇

113 鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 〇 〇 〇 〇
＜議員提出議案＞

9 選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた議論を求める意見書の提出について × × × ×
＜請　　　　願＞

令和６年請願第３号 現行の保険証とマイナ保険証の選択制を堅持し、現行の保険証を廃止しないよう国
に意見書をあげるよう求める請願 × × × ×

令和６年請願第４号 訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを求め
る意見書の提出を求める請願 × × × ×

令和６年請願第５号 日本政府に核兵器禁止条約の批准を求める意見書の提出を求める請願 × × × ×

令和６年請願第６号 文化施設建設についての請願書 〇 〇 〇 〇

◆賛否のわかれたもの

◆全会一致で可決・認定・同意したもの
議案番号 案　　件　　名
＜市長提出議案＞

94 令和６年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第
1号）

95 令和６年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第2号）

96 令和６年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算
（第2号）

125 令和６年度鳥取市一般会計補正予算（第4号）
99 令和５年度鳥取市工業用水道事業決算認定について

100 令和５年度鳥取市下水道等事業剰余金処分及び決算認定
について

101 令和５年度鳥取市病院事業決算認定について

102 令和５年度鳥取市鹿野町鹿野財産区管理事業費特別会計
決算認定について

104 鳥取市税条例の一部改正について
105 鳥取市手数料条例の一部改正について

106 鳥取市集会所の設置及び管理に関する条例の一部改正に
ついて

107 鳥取市印鑑条例の一部改正について
110 鳥取市公設地方卸売市場条例の一部改正について
111 鳥取市空家等の適切な管理に関する条例の一部改正について

112 鳥取市中山間ふるさと・水と土保全対策基金条例の廃止
について

114 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
115 鳥取市過疎地域持続的発展計画の変更について

議案番号 案　　件　　名
116 財産の無償譲渡について
117 業務委託契約の変更について
118 業務委託契約の変更について
119 事業契約の変更について
120 工事請負契約の締結について
121 工事請負契約の締結について
122 財産の取得について（追認）
123 財産の取得について（追認）
124 財産の取得について（追認）
126 鳥取市教育委員会教育長の任命について
127 鳥取市教育委員会委員の任命について
128 人権擁護委員候補者の推薦について
129 人権擁護委員候補者の推薦について
130 人権擁護委員候補者の推薦について
131 人権擁護委員候補者の推薦について
132 人権擁護委員候補者の推薦について
133 人権擁護委員候補者の推薦について
＜議員提出議案＞

8 決算審査特別委員会の設置について
＜委員会提出議案＞

2 少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書の提出について

3 「持続可能な学校の実現を目指す」実効性ある学校の働き
方改革、長時間労働是正を求める意見書の提出について
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２
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た
り
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会
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員
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を
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め
さ
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て
い
た
だ
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ま
し
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市
議
会
議
員
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任
期
も
本
年
12
月
に
折
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し
と

な
り
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各
委
員
会
他
、
全
て
の
委
員
選
任
が
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わ
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新
し
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議
会
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と
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り
ま
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任
期
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年
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よ
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作
成
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役
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庁
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換

会
、
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６
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校
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た
議
会
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・

意
見
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換
会
、
全
て
無
事
に
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え
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こ
と
が
で
き

ま
し
た
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市
民
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皆
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々

に
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と
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礼
申
し
上
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ま
す
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引
き
続
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議
会
広
報
・
広
聴
に
対
し
、
ま
た
、
議
会
広
報
委

員
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
議
会
広
報
委
員
会　

委
員
長　

加
藤　

茂
樹
）

編

後
集

記

四市議会議員研修会を実施しました
　令和６年８月２日、完成したばかりの鳥取県立美
術館（倉吉市）を会場に、鳥取県四市議会議員研修
会が開催され、４市76名の議員が参加しました。福
知山公立大学地域経営学部准教授の杉岡秀紀氏によ
る「議会改革の現在と未来～議会改革の第１ステー
ジから第２ステージへ～」の講演後、意見交換を行
いました。

　杉岡先生の講演では、地方議会で多様な住民の意見を反映することは重要であり、住民の意見を
議会の審議や活動に反映する仕組みを新たに設けることが必要であると指摘されました。また、他
議会の先進的な議会改革の取組事例についても説明があり、今後、本市の議会改革を進めていくに
あたり、参考となる内容で大変有意義な研修となりました。

姉妹都市との交流 (姫路市、釧路市 )
　鳥取市と姫路市との姉妹都市親善交歓会が令
和６年８月６日、７日に姫路市で開催され、鳥
取市議会議員17名が訪問しました。意見交換会
では、「ウォーカブル推進計画について」をテー
マに活発に意見を交換するとともに、姫路市中

央卸売市場、こど
もの未来健康支援
センター「みらい
え」の視察などを
行いました。

　令和６年８月20日に釧路市姉妹都市等交流促
進議員連盟の議員３名が来鳥され、西村議長を
表敬訪問されました。
　明治17年～ 18年にかけて、釧路開拓移住のた
めに鳥取士族が賀露港を出帆し、入植地で鳥取
村を形成しました。昭和24年には鳥取村は、釧
路市と合併しましたが、鳥取市と釧路市は、開
拓移住に由来する交流を積み重ね、昭和38年10
月４日に姉妹都市提携を締結しました。
　この度の訪
問では、賀露
町にある釧路
開拓移民団出
港之地も視察
されました。

12
月
3
日
㈫
開
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会
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決
定･
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問
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月
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㈮
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問
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月
9
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㈪

委　
　

員　
　

会
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月
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㈫

委　
　

員　
　

会
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月
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日
㈬

委　
　

員　
　

会（
予
備
日
）

12
月
12
日
㈭

一　

般　

質　

問
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月
13
日
㈮

一　

般　

質　

問
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月
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日
㈪
一
般
質
問
・
質
疑
・
委
員
会
付
託

12
月
17
日
㈫

委　
　

員　
　

会

12
月
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日
㈬

委　
　

員　
　

会

12
月
19
日
㈭

委　
　

員　
　

会（
予
備
日
）

12
月
20
日
㈮
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決
・
閉
会

1212
月
定
例
会
の
お
し
ら
せ

月
定
例
会
の
お
し
ら
せ

※
本
会
議
は
い
な
ば
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ネ
ッ
ト
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
本
会
議
は
通
常
10
時
に
開
会
の
予
定
で
す
。


